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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年4月7日(2016.4.7)

【公表番号】特表2015-509945(P2015-509945A)
【公表日】平成27年4月2日(2015.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-022
【出願番号】特願2014-558870(P2014-558870)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/315    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ  33/17     (2016.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/64     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   14/315    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡ　
   Ａ２３Ｌ    1/305    　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/64     　　　　
   Ａ６１Ｑ   11/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月15日(2016.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
【化１】

（配列番号：１７）
［式中、
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（ｉ）Ｐｈｅ１ＧｌｙもしくはＰｈｅ１Ｉｌｅ；
（ｉｉ）Ｔｒｐ４Ａｌａ；
（ｉｉｉ）Ａｒｇ１３Ａｓｐ；または
（ｉｖ）（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉｉｉ）の組合せ
のアミノ酸置換が存在する］
またはその薬学的に許容される塩、を含む変異ＭＵ１１４０ランチビオティクス(lantibi
otic)。
【請求項２】
　変異ランチビオティクスが、Ｔｒｐ４ｉｎｓＡｌａ変異、ΔＴｒｐ４変異、アミノ酸置
換Ａｂｕ８Ａｌａ、アミノ酸置換Ｄｈｂ１４Ａｌａの１つ以上をさらに含み、所望により
、環Ｄのビニル基（－ＣＨ＝ＣＨ－）がエチル基（－ＣＨ２－ＣＨ２－）である、請求項
１に記載の変異ランチビオティクス。
【請求項３】
　（ａ）請求項１に記載の１つ以上の単離された変異ランチビオティクスおよび薬学的に
許容される担体、薬学的に許容される希釈剤、他の希釈剤または賦形剤；
（ｂ）ｐＨ３から８で生理溶液中に有効量の請求項１に記載の１つ以上の変異ランチビオ
ティクス
（ｃ）組成物中に細菌の繁殖または細菌の数を減少させるために十分な量の請求項１に記
載の１つ以上の変異ランチビオティクスを含む食物、飲料、ガムまたは歯磨き剤；
（ｄ）請求項１に記載のランチビオティクス組成物を有するか、あるいは請求項１に記載
のランチビオティクス組成物が固体表面または布上に被覆されているか、または固体表面
または布に固定、連結もしくは結合されている固体表面または織布または不織布
；または
（ｅ）請求項１に記載の１つ以上のランチビオティクスのミュータシンおよび１つ以上の
アプリケーター
を含む組成物。
【請求項４】
　組成物が、少なくとも１つの抗真菌剤、１つのさらなる抗菌剤、膜破壊剤、グラム陰性
細菌を変異ランチビオティクスに対して感受性にする膜破壊剤、グラム陰性菌静菌剤、グ
ラム陰性菌殺菌剤またはそれらの組合せをさらに含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　１つ以上の単離されたランチビオティクスが、約０．００１、０．０１、０．１、１、
５、１０、２０、３０、４０、５０、７５、１００、１５０、２００、３００、４００、
５００、６００、７００、８００、９００または１，０００ｍｇ／ｋｇまたはｍｇ／Ｌま
たはそれ以上で組成物中に存在する、請求項３に記載の組成物。
【請求項６】
　対象中または対象上に存在する細菌の繁殖を減少させるか、または細菌の数を減少させ
る方法において使用するための、治療有効量の請求項３に記載の組成物。
【請求項７】
　対象がヒトである、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　組成物が、経口的または局所的、経鼻的、バッカル的(buccally)、舌下的、経粘膜的、
経直腸的、経皮的、吸入により、注射により、筋肉内注射、静脈内注射、肺内注射、筋肉
内注射、皮内注射、腹腔内注射、髄腔内注射、または皮下注射または髄腔内的に投与され
る、請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　組成物または物体中あるいは組成物または物体上に存在する細菌の繁殖を減少させるか
、または細菌の数を減少させる方法であって、組成物または物体中あるいは組成物または
物体上の細菌の繁殖を減少させるか、または細菌の数を減少させるために十分な期間中、
請求項３に記載の抗菌性組成物を該組成物または該物体と接触させることを含む方法。
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【請求項１０】
　組成物が食物、飲料、ガムまたは歯磨き剤である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　配列番号：１９－２６またはそれらの組合せを含む、精製されたポリヌクレオチド。
【請求項１２】
　生物膜または生物付着状態を減少させる方法であって、生物膜または生物付着状態中ま
たは生物膜または生物付着状態上の細菌の繁殖を減少させるか、または細菌の数を減少さ
せるために十分な期間中、請求項３に記載の組成物を該生物膜または該生物付着状態と接
触させることを含む方法。
【請求項１３】
　Ｄｈａ５Ａｌａ置換も存在する、請求項１に記載の変異ＭＵ１１４０ランチビオティク
ス。
【請求項１４】
　位置１２、１３、１４、１５、２２、２３、２７または３２での１つ以上のＬｙｓ残基
がＡｓｐで置換されている、請求項１に記載の変異ＭＵ１１４０ランチビオティクス。
【請求項１５】
　位置１でのアミノ酸がＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのアミノ酸が
Ａｌａで置換されているか、位置４でのアミノ酸が除去されているか、または位置１３で
のアミノ酸がＡｒｇである場合、位置１３でのＡｒｇがＡｓｐで置換されているか、また
は２つ以上のこれらの変化の組合せを含む、変異ランチビオティクス(lantibiotic)。
【請求項１６】
　位置１２、１３、１４、１５、２２、２３、２７または３２での１つ以上のＬｙｓ残基
がＡｓｐで置換されている、請求項１５に記載の変異ランチビオティクス。
【請求項１７】
　（ａ）位置１でのＩｌｅがＧｌｙに変化されているか、位置４でのＩｌｅがＡｌａに変
化されているか、もしくは除去されているか；位置１２でのＬｙｓがＡｓｐに変化されて
いるか、位置２２でのＬｙｓがＡｓｐに変化されているか、またはそれらの組合せを含む
、ナイシン(nisin)；
（ｂ）位置１でのＩｌｅまたはＶａｌがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４
でのＬｙｓがＡｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置５でのＰｈｅ
がＡｌａに変化されているか、位置１３でのＬｙｓがＡｓｐに変化されているか、または
それらの組合せを含む、エピデルミン、エピデルミン（Ｖａｌ１およびＬｅｕ６）、ガリ
デルミン、スタフィロコクシン１５８０またはスタフィロコクシンＴ；
（ｃ）位置１でのＰｈｅがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのＴｒｐが
Ａｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置１３でのＬｙｓがＡｓｐに
変化されているか、またはそれらの組合せを含む、ミュータシンＢ－ＮＹ２６６；
（ｄ）位置１でのＰｈｅがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのＴｒｐが
Ａｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置５でのＤｈａがＡｌａに変
化されているか、位置１３でのＡｒｇがＡｓｐに変化されているか、またはそれらの組合
せを含む、ミュータシンＩＩＩ；
（ｅ）位置１でのＰｈｅがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのＬｅｕが
Ａｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置５がＡｌａに変化されてい
るか、位置１５でのＬｙｓがＡｓｐに変化されているか、またはそれらの組合せを含む、
ミュータシンＩ；
（ｆ）位置１でのＶａｌがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのＣｌｏｒ
ｏ－ＴｒｐがＡｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置５でのＤｈａ
がＡｌａに変化されているか、またはそれらの組合せを含む、ミクロビスポリシンＡ１お
よびミクロビスポリシンＡ２；
（ｇ）位置１でのＰｈｅがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのＶａｌが
Ａｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置５でのＤｈａがＡｌａに変
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化されているか、またはそれらの組合せを含む、クローディン(clausin)；
（ｈ）位置１でのＴｒｐがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのＡｒｇが
Ａｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置５でのＴｙｒがＡｌａに変
化されているか、位置１４でのＬｙｓがＡｓｐに変化されているか、位置２３でのＬｙｓ
がＡｓｐに変化されているか、またはそれらの組合せを含む、ストレプチン；
（ｉ）位置１でのＶａｌがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのＬｙｓが
Ａｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置５でのＤｈａがＡｌａに変
化されているか、位置２８でのＬｙｓがＡｓｐに変化されているか、またはそれらの組合
せを含む、エリシン(ericin)Ａ；
（ｊ）位置１でのＴｒｐがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのＧｌｕが
Ａｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置５でのＤｈａがＡｌａに変
化されているか、位置３２でのＬｙｓがＡｓｐに変化されているか、またはそれらの組合
せを含む、エリシンＳ；または
（ｋ）位置１でのＴｒｐがＩｌｅまたはＧｌｙに変化されているか、位置４でのＧｌｕが
Ａｌａに変化されているか、もしくは除去されているか、位置５でのＤｈａがＡｌａに変
化されているか、位置２７でのＬｙｓがＡｓｐに変化されているか、位置３０でのＬｙｓ
がＡｓｐに変化されているか、またはそれらの組合せを含む、サブチリン；
またはそれらの薬学的に許容される塩
である、請求項１５に記載の変異ランチビオティクス。
【請求項１８】
　Ｄｈａ５Ａｌａ置換も存在する、請求項１５に記載の変異ランチビオティクス。
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